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津
山
・
豊
里
で
住
民
懇
談
会

登
米
市
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し

　

登
米
市
地
域
防
災
計
画
は
、
災

害
対
策
基
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

の
防
災
に
係
る
事
務
・
業
務
に
関

し
、
総
合
的
な
対
策
を
定
め
た
計

画
。
市
長
を
会
長
と
す
る
登
米
市

防
災
会
議
で
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

登
米
市
地
域
防
災
計
画
は
、
平

成
19
年
に
策
定
、
こ
れ
ま
で
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
「
震
災
対

策
編
」
の
修
正
お
よ
び
「
風
水
害

等
災
害
対
策
編
」
の
修
正
作
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、

原
子
力
災
害
対
策
指
針
が
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
避
難
な

ど
に
備
え
る
「
原
子
力
災
害
対
策

を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
区
域
」

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
東
北
電
力

女
川
原
子
力
発
電
所
か
ら
半
径
30

㌔
圏
と
す
る
「
緊
急
時
防
護
措
置

を
準
備
す
る
区
域
」
に
登
米
市
の

一
部
地
域
（
津
山
・
豊
里
）
が
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
新
た
に
「
原
子
力
災
害

対
策
編
」
の
策
定
が
必
要
と
な

り
、
市
防
災
会
議
に
お
い
て
検
討

を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

　

災
害
対
応
は
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
異
な
る
た
め
、
各
編
と
も

「
総
則
」「
予
防
対
策
」「
応
急
対

策
」「
復
旧
・
復
興
対
策
」
の
４

区
分
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
対
策
に
お
い
て
、
市
、
県
、

国
、
公
共
機
関
、
民
間
事
業
者
、

住
民
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
被
害

の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
震
災
対
策
編
」「
風
水
害
等
災

害
対
策
編
」
の
主
な
修
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
防
災
体
制
の
整
備

◆
情
報
収
集
、
伝
達
体
制
の
整
備

◆
避
難
収
容
対
策

◆
災
害
時
要
援
護
者
の
対
応

◆
複
合
災
害
へ
の
対
策

◆
物
資
調
達
、
供
給
対
策

◆
相
互
応
援
体
制
の
整
備

◆
地
域
防
災
力
の
強
化
な
ど

　

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び

財
産
を
守
る
た
め
、
原
子
力
災
害

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
地

域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
津
山
町
域
と
豊
里

町
域
の
全
行
政
区
が
東
北
電
力
女

川
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
重
点
区

域
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
原
子
力

災
害
対
策
編
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
重
点
区
域
の
人
口
（
平
成
25

年
１
月
現
在
）
は
約
１
０
６
０
０

人
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
津
山
町
域
お
よ
び
豊
里

町
域
は
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点

的
に
実
施
す
る
区
域
と
な
り
ま
す

が
、
防
災
計
画
に
お
け
る
原
子
力

災
害
対
策
編
で
は
原
子
力
災
害
の

特
性
を
踏
ま
え
「
登
米
市
全
域
」

を
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

　

計
画
の
構
成
は
「
総
則
」「
原

子
力
災
害
事
前
対
策
」「
緊
急
事

態
応
急
対
策
」「
原
子
力
災
害
中

長
期
対
策
」
の
４
区
分
で
、
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に

実
施
す
べ
き
区
域
の
範
囲

◆
情
報
の
収
集
、
住
民
へ
の
情
報

伝
達
活
動

◆
屋
内
退
避
、
避
難
収
容
等
の
防

護
活
動

◆
救
助
、
救
急
、
医
療
活
動

◆
緊
急
輸
送
、
物
資
供
給
活
動

◆
災
害
復
旧
、
支
援
活
動
な
ど

　

地
域
防
災
計
画
は
、
今
後
も
必

要
に
応
じ
て
修
正
し
て
い
き
ま

す
。
市
民
皆
様
の
「
安
全
・
安
心
」

の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
広
域
か
つ
大
規
模
災
害
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
防
災

対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
防
災
課
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■
地
域
防
災
計
画
の
修
正
お
よ
び
策
定

の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

「
震
災
対
策
編
」
な
ど
の

見
直
し
作
業
と
併
せ
て
検
討

原
子
力
災
害
の
重
点
区
域

人
口
は
１
万
人
余
り

　

今
回
見
直
し
し
た
登
米
市
地
域

防
災
計
画
の
柱
は
「
原
子
力
災
害

対
策
編
」
を
新
た
に
策
定
し
た
こ

と
で
す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
の
例
を
見
る
ま
で
も
な

く
、
ひ
と
た
び
原
子
力
発
電
所
で

事
故
が
起
き
れ
ば
最
悪
の
事
態
も

想
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
策
定
し
た
計
画
は
、
原
子

力
災
害
対
策
の
基
本
的
な
方
針
を

決
定
し
た
も
の
。
具
体
的
な
避
難

計
画
な
ど
は
、
今
後
、
県
や
隣
接

市
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
作
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
災
害
時
に

お
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

情
報
伝
達
手
段
の
確
保
と
、
避
難

な
ど
の
円
滑
な
実
施
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

総務部防災課
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 課長

■女川原子力発電所から半径３０㌔圏

■地域防災計画の体系


